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　�相
談
を
希
望
さ
れ
る

人
へ
ア
ド
バ
イ
ス
は

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
１
．
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

被
害
に
あ
っ
て
経
験
し
た
精

神
的
・
身
体
的
・
経
済
的
な

悩
み
や
苦
し
み
な
ど
を
安
心

し
て
相
談
し
て
い
た
だ
け
る

場
所
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ぼ
く
た
ち
が

明
る
い
未
来
へ
進
む
道

い
じ
め
、差
別
立
ち
入
り
禁
止

佐
々
木 

悠
羽
さ
ん

（
み
ど
り
小
６
年
）

　基
本
的
人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
、
最
大
限
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
同
和
問
題

な
ど
人
権
課
題
は
今
も
な
お
存
在
し
、
さ
ら
に
は
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
っ
て
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　今
回
は
人
権
に
関
す
る
重
要
課
題
の
中
か
ら
、「
犯
罪
被
害
者

な
ど
の
人
権
」
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
絵
手
紙
の
応
募
作
品（
標
語

5
万
5
4
4
4
点
・
ポ
ス
タ
ー
1
万
5
5
8
5
点
・
絵
手
紙
3
6
7
3
点
）

の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
次
の
日
程
で

展
示
す
る
ほ
か
、
2
0
1
7
年
版
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
、
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

　ま
た
、
入
賞
作
品
は
、
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://jinsuikyo.org/ 

に
掲
載
し
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

　
　
　「誇
れ
る
」
人
権
尊
重
で
笑
顔
に

　

︱ 

人
に
や
さ
し
い
、
人
が
や
さ
し
い
ま
ち  

松
山 

︱

人権特集

12
月
４
～
10
日
は
「
人
権
週
間
」

◆�「
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権
」

　と
は
…

　私
た
ち
は
、
誰
で
も
幸
福
に

生
き
る
権
利
を
持
ち
、
そ
れ
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
近
年
一
般
刑
法
犯

の
認
知
件
数
（
左
図
）
は
減
少

傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
あ
る

日
突
然
、
犯
罪
に
よ
っ
て
そ
の

権
利
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
人
が

い
ま
す
。

　犯
罪
被
害
に
あ
う
こ
と
は
、

精
神
的
、
身
体
的
、
経
済
的
な

負
担
を
強
い
ら
れ
、
被
害
者
本

人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の

家
族
（
遺
族
）
ま
で
も
が
平
穏

な
生
活
を
奪
わ
れ
ま
す
。
そ
の

こ
と
は
、「
幸
福
に
生
き
る
権

利
」
を
侵
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち

人
権
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

◆�

犯
罪
被
害
者
に
起
こ
っ
て

　い
る
問
題
と
は
…

　犯
罪
被
害
は
、
殺
人
、
暴
行
、

傷
害
、
性
犯
罪
な
ど
の
直
接
的

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権
」

な
被
害
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
に
生
じ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
（「
二
次
的
被
害
」）

も
あ
り
ま
す
。

　そ
の
内
容
は
、「
事
件
に

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
な

シ
ョ
ッ
ク
や
身
体
の
不
調
」「
医

療
費
の
負
担
や
失
業
、
転
職
な

ど
に
よ
る
経
済
的
負
担
」「
捜

査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る
精

神
的
、
時
間
的
負
担
」「
周
囲

の
人
々
の
無
責
任
な
う
わ
さ
話

や
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
、
報
道
に

よ
る
精
神
的
被
害
」
な
ど
で
す
。

　例
え
ば
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た

人
の
中
に
は
、
う
つ
病
、

P
T
S
D
（
心
的
外
傷
ス
ト
レ

ス
障
害
）、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
な

ど
と
い
っ
た
心
身
症
状
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

◆�

本
市
の
取
り
組
み

　「犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権
」

を
「
松
山
市
人
権
啓
発
施
策
に

関
す
る
基
本
方
針
」
の
中
で
重

点
課
題
に
位
置
付
け
、
正
し
い

認
識
や
理
解
を
深
め
る
た
め
の

人
権
に
関
す
る
資
料
・
教
材
の

配
布
や
市
主
催
の
講
演
会
の
開

催
、
研
修
会
へ
の
講
師
の
派
遣

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の

家
族
に
対
す
る
相
談
事
業
な
ど

を（
公
社
）被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

え
ひ
め
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。

　（公
社
）
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
え
ひ
め（
井
門
町
）で
は
、

被
害
者
へ
の
電
話
・
面
接
相

談
、
生
活
支
援
・
裁
判
所
へ

の
付
き
添
い
な
ど
の
ほ
か
、

◆�

被
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

　い
く
た
め
に

　～
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～

　犯
罪
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
、
被
害
者
や
そ
の

家
族
の
立
場
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
犯
罪
被
害
に
あ
う
と
い

う
こ
と
を
他
人
事
と
せ
ず
、
当
事

者
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　事
件
や
事
故
に
あ
っ
た
人
が
、

再
び
元
の
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻

す
に
は
、
長
い
時
間
が
必
要
で
す
。

そ
の
間
、
周
囲
か
ら
の
不
適
切
な

言
動
で
、
当
事
者
を
さ
ら
に
傷
つ

け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
当
事
者

の
現
状
を
理
解
し
、
寄
り
添
い
、

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

多
く
の
人
に
被
害
者
の
立
場

や
支
援
活
動
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報
・

啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

○犯罪被害者やその家族のための相談窓口
　法テラス犯罪被害者支援ダイヤル	 ☎０５７０ｰ０７９ｰ７１４
　愛媛県警察本部		犯罪被害者支援室	 ☎０８９ｰ９３４ｰ０１１０
　松山地方検察庁		被害者ホットライン	 ☎０８９ｰ９３５ｰ６６０７
○各種人権問題でお悩みの方はご相談ください
　みんなの人権110番（松山地方法務局）	 ☎０５７０ｰ００３ｰ１１０
※各種人権問題に関する相談先の一覧は、市ホームページで
もご覧いただけます。「松山市人権相談」で

（公社）被害者支援センター
えひめ　被害者支援員

土居 典子さん

　
　
　
　
　人権
啓
発

　
　
　
　
　標語
・
ポ
ス
タ
ー
・
絵
手
紙

市
人
権
教
育
研
究
会

平
成
28
年
度

【
展
示
日
程
】

①
12
月
3
日
㈯
～
16
日
㈮

9
～
18
時
＝
坂
の
上
の
雲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
一
番
町
三

丁
目
）
②
12
月
6
日
㈫
～
12

日
㈪
９
～
18
時（
た
だ
し
、

6
日
は
12
時
開
始
、
12
日
は

16
時
終
了
）＝
愛
媛
C
A
T
V

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
③
12

月
8
日
㈭
～
13
日
㈫
10
～
18

時
＝
い
よ
て
つ
髙
島
屋
南
館

2
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
①
は
月
曜
日
休
館

日
時	

平
成
29
年
1
月
13
日
㈮

10
時
～
15
時
30
分

場
所	

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
湊
町
七
丁
目
）

内
容	

午
前
の
部
＝
5
分
科
会
に

分
か
れ
て
研
究
協
議
▼
第
1
分
科

会【
同
和
問
題
委
員
会
】「
高
等
学

校
に
お
け
る
人
権
・
同
和
教
育
の

取
り
組
み
」
▼
第
２
分
科
会
【
子
ど

も
人
権
委
員
会
】「
協
同
的
な
学
び

と
よ
り
よ
い
集
団
づ
く
り
を
目
指

す
人
権
・
同
和
教
育
の
実
践
」「
学

校
に
行
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
～
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
事

務
所
の
取
り
組
み
～
」
▼
第
３
分

科
会
【
女
性
人
権
委
員
会
】「
も
し

も
の
時
に
備
え
よ
う
～
男
女
共
同

参
画
の
視
点
か
ら
の
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
～
・
～
災
害
支
援
の
視

点
か
ら
、
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
～
」
▼
第
４
分
科
会
【
高
齢
者
・ 代表標語代

表
ポ
ス
タ
ー

代
表
絵
手
紙

　問
人
権
啓
発
課
☎
948
６
６
３
３
・
FAX
934
１
７
４
２

障
が
い
者
人
権
委
員
会
】「
地
域

で
暮
ら
す
～
ポ
ッ
ポ
苑
の
取
り
組

み
～
」「
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
に
」
▼
第
５
分
科
会
【
課

題
別
人
権
委
員
会
】「
あ
な
た
が
あ

な
た
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
～
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
少
数
者
）と
人

権
～
」▼
午
後
の
部
＝
国
立
大
学
法

人
鳴
門
教
育
大
学
准
教
授
　藤
村

裕
一さ
ん
に
よ
る
講
演
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
人
権
～
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
、
な
ら
な
い
た
め
に
～
」

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

○講師プロフィル
専門は教育工学・情報教育。
文部科学省、総務省、NHK
などの各種委員を務め、文
部科学省の「ICT活用教育ア
ドバイザー」として愛媛県の
助言者も務めている。

注 1 警察庁の統計及び総務省統計局の人口資料による
　 2 被害者が法人その他の団体である場合を除く
　 3 一つの事件で複数の被害者がいる場合は, 主たる被害者について計上している

人が被害者となった一般刑法犯 認知件数
（平成17年～26年）
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認
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件
数

974,013

図

（引用：法務省「平成27年犯罪白書」）

検�索

�

◆（�

公
社
）被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
え
ひ
め
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　�心
掛
け
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
２
．
秘
密
は
完
全
に
守
り

ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
に
で

き
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
支
援
を
心

掛
け
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　被
害
に
あ
っ
た
人
が
一
日

も
早
く
穏
や
か
な
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

（
公
社
）被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

え
ひ
め
☎
905
０
１
５
０
・
FAX
905

０
１
６
０

※
10
～
16
時
㈫
～
㈯
。祝
日
・

振
替
休
日
・
年
末
年
始
は
除

く

増
本 

紫
さ
ん

（
湯
山
小
５
年
）

西
森 

奏
太
さ
ん

（
荏
原
小
２
年
）

Ｑ
１

Ｑ
2

http://jinsuikyo.org/

